























































 フィリピン　282,789人（構成比 9.8%）    （+4.2%）
 ブラジル　　211,677人（構成比 7.3%）    （+4.9%）
























　図 1と図 2を見ると 2009年から 2019年の日本に
おける在留外国人の推移図を見てみると 2008年の


















　2.1   外国につながりを持つ子供の教育問題




























































































　2.2   外国につながりを持つ子供たちの母語
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